
策
定
第
６
次
総
合
計
画
基
本
構
想

　
　

お
よ
び
基
本
計
画
（
改
訂
版
）

　

第
６
次
総
合
計
画
は
、
平

成
27
年
度
か
ら
平
成
34
年
度

ま
で
の
８
年
間
に
お
け
る
、

本
町
の
進
む
べ
き
方
向
性
を

明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。

「
ふ
る
さ
と
は
栗
山
で
す
。」

を
ま
ち
の
合
言
葉
に
、
次
世

代
に
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
栗
山

を
築
い
て
い
く
た
め
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な

り
、
和
衷
協
力
の
精
神
で
地

域
に
根
差
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
を
も
っ
て
前
期
４

年
間
の
実
施
計
画
期
間
が
終

了
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
31

年
度
か
ら
向
こ
う
４
年
間
の

具
体
的
な
戦
略
を
定
め
る
後

期
実
施
計
画
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
検
証

と
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
へ

の
対
応
、
ま
た
、
町
長
の

公
約
事
業
を
踏
ま
え
た
中

で
、
総
合
計
画
審
議
会
を
は

じ
め
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な

ど
、
町
民
参
加
と
情
報
共
有

を
図
り
な
が
ら
計
画
づ
く
り

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
議
会
と
の
一
般

会
議
や
中
長
期
財
政
問
題
等

調
査
特
別
委
員
会
で
、
議
論

を
重
ね
、
２
月
20
日
に
行
わ

れ
た
第
２
回
栗
山
町
議
会
臨

時
会
で
、
第
６
次
総
合
計
画

基
本
構
想
お
よ
び
基
本
計
画

の
改
定
に
つ
い
て
、
議
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
６
次
総
合
計
画
基
本
構
想
】

　

第
６
次
総
合
計
画
の
基
本
構

想
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成

34
年
度
ま
で
の
８
年
間
の
計
画

期
間
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
目
標
と
し
て
、
ま
ち
の
将

来
像
を
は
じ
め
、
重
点
政
策
方

針
や
計
画
期
間
中
の
目
標
人

口
、
分
野
別
政
策
の
基
本
方
針

お
よ
び
町
財
政
の
見
通
し
な
ど

を
定
め
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
構
成
は
図
１
の
と
お

り
で
す
。

【
目
標
人
口　

１
２
０
０
０
人
】

　

計
画
期
間
に
お
け
る
目
標
人

口
を
当
初
計
画
策
定
時
と
同
じ

く
１
２
０
０
０
人
と
し
て
い
ま

す
。
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

が
進
行
す
る
中
、
子
育
て
・
教

育
環
境
の
充
実
を
は
じ
め
、
雇

用
の
場
の
創
出
を
図
り
、
こ
の

減
少
傾
向
を
少
し
で
も
食
い
止

め
て
い
き
ま
す
。

【図１】

【
総
合
計
画
審
議
会
で
の
審
議
】

　

総
合
計
画
審
議
会
（
北
輝
男

会
長
）
は
、
町
内
各
種
団
体
の

代
表
や
一
般
公
募
な
ど
総
勢
25

人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
約
３

カ
月
間
と
い
う
時
間
的
な
制
約

が
あ
る
中
で
、
町
民
目
線
で
の

視
点
や
専
門
的
見
地
か
ら
、
真

摯
に
か
つ
慎
重
に
審
議
を
い
た

だ
き
、
各
分
野
の
計
画
原
案
に

対
す
る
提
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

意
見
の
内
容
（
一
部
抜
粋
）

は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ⅰ
生
活
環
境

　

地
域
防
犯
活
動
の
推
進

◇
安
全
・
安
心
な
地
域
社
会
を

形
成
す
る
た
め
、
防
犯
・
安

全
対
策
の
充
実
・
強
化
を
図

る
と
と
と
も
に
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
（
通
学
路
や
不
特

定
多
数
の
利
用
が
あ
る
施
設

な
ど
公
共
性
の
高
い
場
所
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
配
慮
と
運
用

管
理
の
徹
底
）
な
ど
、
効
果

的
な
対
策
を
進
め
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。

Ⅱ
教
育

　

ふ
る
さ
と
総
が
か
り
に
よ
る

　
教
育
の
推
進

◇
ふ
る
さ
と
自
然
体
験
や
土
曜

授
業
な
ど
積
極
的
に
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
今
後
の
展
開

に
向
け
て
は
、
こ
の
取
り
組

み
の
全
体
構
造
な
ど
町
民
理

解
が
不
可
欠
で
あ
り
、
さ
ら

な
る
情
報
発
信
に
努
め
る
べ

き
で
あ
る
。

北
海
道
介
護
福
祉
学
校
の

運
営

◇
介
護
福
祉
学
校
は
、
募
集
定

員
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る

現
状
が
続
き
、
毎
年
度
、
多

額
の
公
費
負
担
が
生
じ
て
い

る
。
介
護
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
や
職
業
実
践
専
門

課
程
の
認
定
、
外
国
人
留
学

生
の
受
け
入
れ
な
ど
新
た

な
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
魅
力

と
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を

計
画
的
に
進
め
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
計
画
期
間
内
に

お
い
て
、
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
に
よ
っ
て
も
学
生
確
保
の

状
況
が
改
善
し
な
い
場
合
に

つ
い
て
は
、
学
校
運
営
の
抜

本
的
な
見
直
し
を
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。
介
護
人
材
の
確

保
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い

る
中
で
、
今
後
に
お
い
て
も

優
秀
な
介
護
人
材
を
輩
出
し

続
け
る
と
と
も
に
、
介
護
職

の
処
遇
改
善
や
魅
力
向
上
、

定
着
促
進
に
向
け
た
関
係
機

関
へ
の
要
請
な
ど
積
極
的
に

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

　

栗
山
高
校
の
魅
力
づ
く
り

◇
栗
山
高
校
は
募
集
定
員
に

満
た
な
い
状
況
が
続
い
て
お

り
、
今
後
も
人
口
減
少
や
少

子
化
の
進
行
な
ど
、
間
口
削

減
や
将
来
的
に
は
募
集
停
止

な
ど
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ

る
。
こ
の
た
め
、
生
徒
確
保

に
向
け
た
支
援
策
の
拡
充
は

も
と
よ
り
、
介
護
福
祉
学
校

と
の
連
携
や
職
業
コ
ー
ス
導

入
な
ど
本
町
の
特
色
を
活
か

し
た
学
校
づ
く
り
に
つ
い

て
、
今
後
協
議
さ
れ
る
「
栗

山
高
等
学
校
魅
力
づ
く
り
委

員
会
」
の
意
見
も
踏
ま
え
た

中
で
早
急
に
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。

　

成
人
・
高
齢
者
教
育
の
推
進

◇
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
は
近

年
、
参
加
者
の
固
定
化
や
減

少
傾
向
が
続
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
事

業
の
展
開
は
も
と
よ
り
、
社

会
教
育
と
福
祉
分
野
と
の
連

携
に
よ
る
参
加
促
進
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
す
べ
き

で
あ
る
。

　

国
際
交
流
の
推
進

◇
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
主
催
に

よ
る
報
告
会
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
関
係
者
以
外
の
参
加

が
少
な
く
、
ま
た
、
こ
れ
以

外
に
町
民
周
知
の
機
会
は
な

い
。
こ
の
た
め
、
セ
ン
タ
ー

と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

よ
り
効
果
的
な
実
施
方
法
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、
派
遣

者
の
経
験
を
ま
ち
づ
く
り
に

還
元
し
て
い
く
た
め
の
仕
組

み
づ
く
り
な
ど
検
討
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。

Ⅲ
医
療
・
保
健
・
福
祉

生
活
習
慣
病
予
防
・
重
症
化

予
防
の
推
進

◇
健
康
づ
く
り
推
進
委
員
と

の
連
携
や
平
成
29
年
度
か
ら

開
始
し
た
み
な
し
健
診
に
よ

り
、
健
診
率
の
向
上
が
図
ら

れ
て
き
た
。
今
後
も
、
医
療

機
関
と
協
力
し
た
み
な
し
健

診
の
取
り
組
み
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
保
健
師
な
ど
の

マ
ン
パ
ワ
ー
の
充
実
に
つ
い

て
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

医
療
水
準
の
維
持
・
確
保
、

救
急
医
療
体
制
の
維
持
・

確
保

◇
栗
山
赤
十
字
病
院
の
改
築
に

関
わ
っ
て
は
、
将
来
を
見
据

え
た
本
町
に
ふ
さ
わ
し
い
医

療
環
境
の
あ
り
方
な
ど
、
町

民
参
加
を
得
な
が
ら
十
分
か

つ
慎
重
に
検
討
し
た
う
え
で

判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
改
築
の
場
合
は
多
額
の

公
費
負
担
も
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
単
に
施
設
の
老
朽

化
対
策
と
い
う
こ
と
だ
け
で

な
く
、
今
後
の
経
営
改
善
や

信
頼
さ
れ
る
病
院
づ
く
り
へ

の
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
、
こ
れ
ら

に
基
づ
い
た
中
で
検
討
を
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。
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【
第
６
次
総
合
計
画

　
　
　
　
　

 

分
野
別
の
主
な
施
策
】

Ⅰ
生
活
環
境　
全
25
事
業

　

広
域
共
同
処
理
に
よ
る
安
定

し
た
ご
み
処
理
体
制
の
確
立

や
、
地
域
と
連
携
し
た
防
災
体

制
の
構
築
、
高
齢
運
転
者
の
免

許
証
自
主
返
納
支
援
制
度
の
創

設
な
ど
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
さ
ら
に
推

進
し
ま
す
。

Ⅱ
教
育　
全
53
事
業

　

地
域
と
連
携
し
た
ふ
る
さ
と

教
育
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推

進
、
介
護
福
祉
学
校
の
学
生
確

保
対
策
、
栗
山
高
等
学
校
の
生

徒
確
保
に
係
る
支
援
制
度
の
拡

充
や
魅
力
づ
く
り
、
文
化
振
興

基
金
を
活
用
し
た
地
域
文
化
の

振
興
な
ど
、
人
々
が
輝
く
ふ
る

さ
と
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
し

ま
す
。

Ⅲ
医
療
・
保
健
・
福
祉　
全
28
事
業

　

妊
産
婦
タ
ク
シ
ー
助
成
制
度

や
育
児
応
援
企
業
へ
の
奨
励
金

制
度
の
創
設
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援

推
進
条
例
の
制
定
、
ふ
る
さ
と

福
祉
基
金
を
活
用
し
た
障
が
い

者
の
生
活
・
就
労
支
援
な
ど
、

健
幸
に
暮
ら
せ
る
ふ
る
さ
と
づ

く
り
を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

Ⅳ
産
業　
全
27
事
業

　

省
力
化
や
コ
ス
ト
低
減
に
向

け
た
農
業
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
導
入

支
援
、
賑
わ
い
あ
る
商
店
街
づ

く
り
に
向
け
た
活
性
化
計
画
の

策
定
、
新
規
起
業
・
創
業
を
促

進
す
る
た
め
の
支
援
制
度
の
創

設
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た
新

た
な
観
光
推
進
組
織
の
設
置
な

ど
、
賑
わ
い
と
活
力
あ
る
ふ
る

さ
と
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
し

ま
す
。

　

子
育
て
家
庭
へ
の
支
援

◇
子
ど
も
医
療
費
助
成
は
、
育

　

児
家
庭
へ
の
経
済
的
負
担
軽

減
な
ど
、
少
子
化
対
策
と
し

て
重
要
な
制
度
で
あ
る
が
、

一
方
で
過
剰
受
診
を
生
む
一

因
と
の
懸
念
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
改
め
て
医
療
費
抑
制
を

含
め
た
制
度
運
用
を
考
え
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

子
ど
も
の
健
全
育
成
の
推
進

◇
児
童
セ
ン
タ
ー
や
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
で
の
事
業
展
開

は
、
居
場
所
づ
く
り
や
人
間

関
係
の
基
礎
づ
く
り
な
ど
児

童
の
健
全
育
成
の
ほ
か
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
携
わ
る
高
齢

者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
さ
ら
に
推
進
を
図
っ
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。

障
が
い
者
の
社
会
参
加
・
自

立
支
援

◇
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て

は
、
国
も
積
極
的
に
取
り
組

み
を
進
め
て
お
り
、
障
が
い

者
の
一
般
就
労
に
向
け
て
の

就
労
移
行
に
つ
な
が
る
事
業

所
等
の
環
境
整
備
を
進
め

て
い
る
。
今
後
、
障
が
い
者

雇
用
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い

て
、
町
内
の
就
労
支
援
事
業

所
や
町
内
企
業
か
ら
意
見
聴

取
を
行
い
、
効
果
的
な
対
応

に
つ
い
て
協
議
す
べ
き
で

あ
る
。

Ⅳ
産
業

　

商
工
業
の
振
興

◇
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
お
い

て
、
商
店
街
地
域
で
は
栗
夢

プ
ラ
ザ
や
各
店
舗
の
ト
イ

レ
、
さ
ら
に
仮
設
ト
イ
レ
で

対
応
し
て
い
る
が
、
来
場
者

に
対
し
て
数
は
不
足
し
て
お

り
、
ま
た
、
い
ず
れ
も
障
が

い
者
対
応
と
な
っ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
来
場
者
へ
の
配

慮
や
本
町
の
観
光
振
興
、
さ

ら
に
環
境
衛
生
面
を
含
め
、

対
応
策
を
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。

企
業
誘
致
・
新
産
業
創
出
の

推
進

◇
地
域
経
済
の
好
循
環
に
向
け

て
は
、
企
業
進
出
な
ど
雇
用

の
場
の
確
保
が
重
要
で
あ
る

た
め
、
道
外
企
業
は
も
と
よ

り
、
地
元
企
業
を
通
じ
た
情

報
収
集
や
道
内
企
業
の
誘
致

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く

べ
き
で
あ
る
。

Ⅴ
都
市
基
盤

　

公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
充
実

◇
地
域
の
活
性
化
や
移
住
・
定

住
な
ど
を
促
進
し
て
い
く
た

め
に
は
、
公
共
交
通
網
の
確

保
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
札
幌
方
面
と
の
交
通
手

段
の
拡
充
は
も
と
よ
り
、
千

歳
方
面
や
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
建

設
が
決
定
し
た
北
広
島
方

面
へ
の
新
た
な
交
通
手
段
を

積
極
的
に
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。

　

市
街
地
形
成
の
推
進

◇
旧
継
立
中
学
校
の
跡
地
活
用

は
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た

南
部
地
域
の
活
性
化
を
目
的

に
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
現
時
点
で
具
体
化
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
他
の
活
用

事
例
も
参
考
と
し
つ
つ
、
早

期
活
用
に
向
け
た
対
策
を
講

じ
る
べ
き
で
あ
る
。

【
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　まちの将来像である「誰もが笑顔で、安心し
て暮らすまち」の実現を目指し、今後４年間、
町民の皆さんと一丸となってこの計画を推進し
ていきます。
　なお、改訂版の詳細は、町ホームページへ掲
載するとともに、ダイジェスト版を今後、全戸
配布します。

Ⅴ
都
市
基
盤　
全
28
事
業

　

町
営
バ
ス
の
運
行
体
系
の
見

直
し
、
雨
煙
別
川
の
か
わ
ま
ち

づ
く
り
、
新
町
地
区
の
再
開
発

整
備
事
業
の
推
進
や
継
立
中
学

校
の
跡
地
活
用
、
角
田
地
区
へ

の
商
業
施
設
誘
致
な
ど
、
快
適

で
や
す
ら
ぐ
ふ
る
さ
と
づ
く
り

を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

Ⅵ
地
域
経
営　
全
26
事
業

　

町
内
会
・
自
治
会
の
区
域
再

編
に
対
す
る
支
援
制
度
の
創

設
、
災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段

を
兼
ね
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送

局
の
開
設
な
ど
、
み
ん
な
が
主

役
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
さ
ら

に
推
進
し
ま
す
。

      ふるさとは
            栗山です。

①
若
者
定
住
対
策

子どもたちの笑顔が輝くまち

「子育てするなら栗山で」と、若者世代から選択
されるまちづくり
●重点 1
若者世代が移住・定住しやすい環境づくりの推進
●重点２
安心して子育てができる環境づくりの推進
●重点３
特色ある豊かな教育環境づくりの推進

②
健
康
寿
命
延
伸

生涯を自分らしく暮らすまち

町民の健康意識を高め、元気高齢者が活躍する
まちづくり
●重点 1
町民全体の健康意識の醸成
●重点２
生活習慣改善と疾病予防の推進
●重点３
高齢者による社会参加の環境づくりの推進

③
自
然
環
境
保
全
・
再
生

人と自然が共生するまち

豊かな自然・里山環境を守り、次世代につなぐ
まちづくり
●重点 1
自然教育中長期ビジョンの策定と推進体制の整備
●重点２
町民参加による自然環境保全・再生運動の推進
●重点３
自然体験教育の充実

④
産
業
活
性
化
対
策

地域の潜在力を活かすまち

農業基盤を活かした交流人口拡大と、雇用・産業
創出のまちづくり
●重点 1
農業基盤を活かした６次産業化の推進
●重点２
地域資源を活かした観光・交流産業づくりの推進
●重点３
各産業の担い手育成の推進
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投票日　4月7日日　午前 7時から午後 7時まで

投票日　4月21日日　午前 7時から午後 7時まで
■北海道知事選挙 /告示日 3月 21 日㈭
■北海道議会議員選挙 /告示日 3月 29 日㈮

■栗山町議会議員選挙 /告示日 4月 16 日㈫

【勤務日程】
4月 6日㈯　午後 4時～ 6時
4月 7日㈰　午前 7時～午後 7時

【支給賃金】
2日間合計　14,000 円（所得税控除後 13,901 円）

【従事場所】　町内の各投票所
【採用要件】　町内に住所を有する 18歳～ 60 歳の方

【募集人数】　5人
【申込方法】
所定の申込用紙を町選挙管理委員会で直接受け取
るか、町ホームページからダウンロードし、3月
18 日㈪午後 5時までに申し込み（必着）

※採用の可否は個別に通知します。
【申込先・問い合わせ】　町選挙管理委員会　☎ 72-1362

選挙事務従事者（臨時職員）を募集

統
一
地
方
選
挙

第
19
回

栗山町議会議員
立候補予定者説明会
　次のとおり説明会を行いますので、関係者
はお集まり願います。
【日時】3月 25 日㈪　14：00 ～
【場所】役場第 1会議室（3階）
【問い合わせ】
町選挙管理委員会
☎ 72-1362

　

４
年
に
一
度
の
統
一
地
方
選
挙
は
、
こ
れ
か
ら
の
北
海
道
や
栗
山
町
の
方
向
を
決

め
る
重
要
な
選
挙
で
す
。

　

貴
重
な
一
票
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
皆
さ
ん
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

■
知
事
・
道
議
選
挙

○
住
所
要
件

知
事
選
挙
は
、３
月
20
日
（
基
準
日
）

現
在
、
道
議
会
議
員
選
挙
は
、
３
月
28

日
（
基
準
日
）
現
在
で
、
本
町
に
引
き

続
き
３
カ
月
以
上
住
民
登
録
さ
れ
て
い

る
方

▼
転
出
さ
れ
た
方

昨
年
12
月
29
日
以
降
に
道
内
の
他
市

町
村
に
転
入
届
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、

投
票
日
当
日
に
栗
山
町
に
住
ん
で
い
た

と
き
の
住
所
の
投
票
所
、
ま
た
は
、
期

日
前
投
票
期
間
中
に
町
選
挙
管
理
委
員

会
で
期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
転
出
先
の
市
町
村
で
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
ず
れ
の
投
票
方
法
に
よ
る
場
合
で

も
、
市
町
村
長
の
発
行
す
る
「
引
き
続

き
道
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明

書
」
の
提
示
、
ま
た
は
、「
引
き
続
き

道
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
確
認
」
の

申
請
を
し
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
道

内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
の
確
認
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

▼
転
入
さ
れ
た
方

昨
年
12
月
29
日
以
降
に
、
道
内
の
他

市
町
村
か
ら
栗
山
町
に
転
入
届
を
提
出

さ
れ
た
方
は
、
投
票
日
当
日
に
前
住
所

地
の
投
票
所
、
ま
た
は
、
期
日
前
投
票

期
間
中
に
前
住
所
地
の
期
日
前
投
票
所

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
ず
れ
の
投
票
方
法
に
よ
る
場
合
で

も
、
市
町
村
長
の
発
行
す
る
「
引
き
続

き
道
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明

書
」
の
提
示
、
ま
た
は
、「
引
き
続
き

道
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
確
認
」
の

申
請
を
し
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
道

内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
の
確
認
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

○
年
齢
要
件

平
成
13
年
４
月
８
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
（
平
成
31
年
４
月
７
日
現
在
で
満

18
歳
以
上
）

■
町
議
選
挙

○
住
所
要
件

４
月
15
日
（
基
準
日
）
現
在
で
、
本

町
に
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
住
民
登
録

さ
れ
て
い
る
方
。
本
町
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
て
も
、
投
票
日
ま
で

に
他
市
町
村
へ
転
出
さ
れ
た
方
は
町
議

選
挙
の
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
年
齢
要
件

平
成
13
年
４
月
22
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
（
平
成
31
年
４
月
21
日
現
在
で
満

18
歳
以
上
）

■
期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
に
仕
事
、
旅
行
な
ど
の

理
由
で
投
票
で
き
な
い
方
は
、
期
日
前

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

入
場
券
の
裏
面
の
宣
誓
書
に
記
入
し

て
い
た
だ
く
だ
け
で
投
票
で
き
ま
す
。 

（
事
前
に
記
入
し
て
持
参
い
た
だ
く
と
、

短
時
間
で
投
票
で
き
ま
す
）

な
お
、
期
日
前
投
票
を
行
う
日
に
お

い
て
、
ま
だ
選
挙
権
を
有
し
て
い
な
い

方 

（
18
歳
未
満
の
方
） 

は
期
日
前
投
票

は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
は
、
不
在

者
投
票
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

■
不
在
者
投
票

○
病
院
・
施
設
に
入
院
・
入
所
中
の
方

病
院
に
入
院
や
施
設
に
入
所
し
て
い

る
た
め
、投
票
所
へ
行
け
な
い
場
合
、

そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
や
施
設
に
申
し
出

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
こ
で
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
仕
事
先
・
旅
行
先
で
の
不
在
者
投
票

仕
事
や
旅
行
で
町
外
に
滞
在
し
て
い

る
方
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
不

在
者
投
票
の
請
求
手
続
き
を
し
て
、

郵
便
で
投
票
用
紙
な
ど
の
交
付
を
受

け
、
滞
在
先
の
市
町
村
で
投
票
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

次
に
該
当
す
る
方
で
郵
便
に
よ
る
不

在
者
投
票
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
申

し
出
く
だ
さ
い
。

▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
（
両
下

肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の
障
が
い
） 

、 

１
・
３
級
（
心
臓
・
腎
臓
な
ど
の
障

が
い
） 

、
１
〜
３
級
（
免
疫
・
肝
臓

の
障
が
い
）
を
お
持
ち
の
方

▼
介
護
保
険
の
要
介
護
状
態
区
分
が
、

被
保
険
者
証
要
介
護
５
の
方

■
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の
で
き

る
期
間

◇
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
の
告
示
日
の
翌
日

か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
で
す
。

◇
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
８
時
ま
で
の
間
、 

町
選
挙
管

理
委
員
会
室 

（
役
場
庁
舎
１
階
）
で

行
っ
て
い
ま
す
。 

（
土
・
日
曜
日
も

投
票
で
き
ま
す
）

■
投
票
所
・
入
場
券

◇
投
票
所
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る

指
定
の
投
票
所
で
投
票
く
だ
さ
い
。

◇
知
事
選
挙
と
道
議
選
挙
の
入
場
券

は
３
月
30
日
㈯
こ
ろ
、
ま
た
、
町
議

選
挙
は
４
月
17
日
㈬
こ
ろ
に
郵
送
し

ま
す
。

※
配
達
完
了
ま
で
に
２
〜
３
日
間
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
入
場
券
は
大
切
に
保
管
し
、
投
票
日

に
忘
れ
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
も

し
紛
失
し
た
り
、当
日
忘
れ
た
方
は
、

投
票
所
の
受
付
で
再
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

■
開　
票

開
票
は
そ
れ
ぞ
れ
投
票
日
当
日
の
、

午
後
８
時
か
ら
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
す
。
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